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審査要旨 
 本論文は、江戸時代地方能楽史の研究から出発した申請者が、その対象を中世から近代まで押し広げ、能楽の
同時代社会におけるあり方の通史的研究として一貫させた成果である。申請者は修士論文で南部藩能楽史の研
究をテーマとして小野梓学芸賞を受賞したが、博士課程進学後は、演劇博物館グローバル COE「演劇・映像の国
際的教育研究拠点」研究生として研鑽を重ね、日本学術振興会特別研究員（ＤＣ）から、演劇博物館グローバルＣ
ＯＥリサーチアシスタントとして、学位申請論文の完成に精進してきた。その結実たる本稿は、能楽史研究を確実に
一歩進める労作として十分な質量を備え、高く評価出来る。 
本稿は全 4 章から構成されている。第一章「能役者と座の発展―室町時代における俸禄の推移をめぐって」は、
室町時代の将軍愛顧の猿楽であった観世座衆を中心に、室町時代の能役者の収入の実態解明という、前人未踏
の作業に果敢に挑戦した労作である。寺社関係、武家関係の 2 節に分かって考察し、前者は、南都神事能・式例
祭礼能・臨時祭礼能・勧進猿楽・寺社娯楽能、後者は足利将軍家・将軍御成能・楽頭職・勧進猿楽のそれぞれに
つき、資料を丹念にたどって能役者の収入を明らかにした。それによれば、寺社関係の収入はおおむね僅少で、
奉仕に近いものがあったことが想像され、これに比して将軍を中心とする武家からの収入は莫大であり、世阿弥の
いう「衆人愛敬」「天下の許され」の何たるかを数字の上で明らかにした意義は大きい。また将軍愛顧ということの実
態が、将軍家の固定的な給与等を伴わぬもので、将軍に追従する諸侯の興行依頼や、将軍の権威を背景とした勧
進猿楽収入によることを証明するなど、今まで能楽史の謎とされていた部分を解明した点も特筆に値する。ただし
『貞和五年春日臨時祭記』における収支決算を始め、寺社記録類にしばしば見られる祭礼猿楽への支出記事を必
ずしも網羅していない憾みがあり、今後の課題としてさらなる精査が期待される。 
第二章は「江戸時代の四座と収入」で、豊臣秀吉晩年期から導入された大和猿楽四座役者に対する給与支給
制度（猿楽支配）以後の、能役者の収入の推移を明らかにする。とりわけ、俸禄、式能と纏頭物、活動収入の 3 節に
分かち考察する。第一節では、分限帳の歴代記事の比較、猿楽配当米の実態解明、諸藩よりの副収入のそれぞれ
について検討を加え、江戸時代五座能役者の幕府からの給与収入の中心が猿楽配当米であったこと、全収入の
中では諸藩江戸藩邸や国元での稽古指導による合力米の類が占める割合が高く、諸侯の経済力によって生活の
多くの部分が支えられていた実態が浮かび上がった。第二節では、幕府式楽としての江戸城表舞台における将軍
宣下能や神事法事皆済祝儀能などを中心に、纏頭物の実態について考察する。また諸藩江戸藩邸で行われる老
中招請能等の収入も検討する。第三節では活動収入として、勧進能、大名家主催のその他の能、稽古謝礼につい
て考察する。これらについては、すでに複数の先行論文もあるが、いずれも不十分で資料分析についても絶対量
が少ないきらいがあったのを、より徹底した資料精査を通じて、考察の正確さを飛躍的に高めた点が評価される。こ
こでもやはり収入の主体は諸藩での催事であり、囃子方などの三役役者はそうした催しのコーディネート役に任じた
りもした実例を指摘する。江戸幕府の抱え猿楽である五座の江戸における活動を中心に論じたものであり、とくに収
入面での統計的な研究はこれまでほとんど体系的には論じられておらず、あくまで部分的な指摘に止まっていた。
それを一気に体系化した功績は大きい。 
第三章は「南部藩の能」で、旧稿の面目を一新する南部藩能楽通史である。能楽導入期、江戸時代前期、江戸
時代中期、江戸時代後期に分かち、各時代の主要な能楽関係の出来事を中心に、克明な研究を展開する。第一
節では、能楽導入期の稽古開始時の問題、藩侯在府中の演能実態、将軍家お部屋役者の実態解明、四代将軍
徳川家綱晩年期から五代将軍綱吉登場期までの変遷、稀曲〈弱法師〉の上演記録など、注目すべき事柄が多い反
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面、〈弱法師〉の謡本検討が行われていないなど、興味に偏りがあって、能楽研究のあらゆる局面を網羅する努力
に若干の不均等が認められる点が気になった。これは今後の課題であろう。第二節では天和・元禄期の将軍綱吉
に追従した能界反映期における南部藩の行政面の制度研究その他が中心になる。「地謡の歩行」と呼ばれる歩行
役については、他藩における能制度との比較が行われておらず、南部藩独自の制度と結論する藩士の能役者登
用について、実は類似の制度が他藩にもある事実が参照されていないことは問題であろう。これは記述の都合上、
混乱を避けて言及をしなかったもののようであるが、諸藩間の制度比較の一章が設けられていてもよかった。ただし
個々の藩中役者の活躍が克明に追跡され、江戸の能との交流実態が解明されている点は高く評価出来る。第三節
は宝永から天明にいたる時期の、藩財政立て直しと南部藩の能の関係、将軍吉宗統治下の幕府における抑制策と
享保十二年以降の南部藩中の能楽の活況、江戸の観世大夫勧進能への関わり、合力役者宝生大夫との関わりな
どが論じられる。これまであまり紹介されたことのない江戸中期の能の実態がよくわかる点でありがたい。第四節は
江戸後期から幕末までの、南部藩能楽史の掉尾を飾る時代の考察。これも個々のエピソードを丁寧に積み重ねた
丹念な考証が中心で貴重な考察となっている。 
第四章は「武家と能楽―近世から近代まで―」と題し、外様大名津軽藩における合力役者の生涯と、御三卿の一
つである一橋徳川家の能楽の変遷を明治維新前後にわたり追究した労作である。第一節では、幕府の座付役者
で津軽藩合力役者でもあった幸清五郎正氏と、正氏の推挽により津軽藩抱え役者となり、後に幕府座付き役者とな
った幸清九郎明高の両名が、津軽藩といかに関わったかを、両名の伝記資料を駆使して考察する。そしてさらに明
高以後の南部藩小鼓方抱え役者佐藤家（正氏・明高の実家の姓）の展開が克明に追跡される。資料の逸失から江
戸後期の佐藤家の実態が不明なのが惜しまれるが、幕府の能と地方の能との関係が具体例と共に考察されたのは
意義深い。第二節は幕末までの一橋家の能楽に関する考察である。これまで一橋家は、江戸末期宝生流のパトロ
ンとして知られていたが、その能楽愛好の実態は具体的には明らかでなかった。それを解明したのが本論文であ
る。第二代治済の時代に能稽古を熱心に行い、さらに第四代斉礼の能狂ぶりが、一橋家の能を一気に活性化させ
た。とくに斉礼の時代については前人未調査の資料群があり、それらを駆使しての考察には説得力がある。その後
も斉位・慶昌の両代の能数寄、慶喜の嘉永七年以前の能数寄の有様と、嘉永七年以後ぴたりと能を止め、やがて
幕府の枢要を占めて将軍となるにいたる過程が明らかにされた。大名にとっての「能のある生活」の実態が手に取る
ように判るのはきわめてありがたい。第三節は明治・大正・昭和の一橋家の能贔屓ぶりを追跡した新考である。華族
の近代における能楽愛好を如実に示す好編で、もちろん前人未踏の論考といってよかろう。詳しい資料が残ってい
るのは明治十七年以後のようであるが、明治十一年より能楽愛好の風がすでに明らかであったという。 
 以上、本稿は中世から近代にいたる、とくに武家と能楽の関係を中心に論じた好論で、多くの新見に満ちている。
江戸時代能楽史研究のみならず、多くの局面で能楽研究を一歩進める論文と高く評価出来る。よって本論文を本
学の博士（文学）の学位にふさわしいものと認める。 
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